
 

 

 

 

第 １ 期 矢 祭 町 地 域 福 祉 活 動 計 画 

[令和７年度～１１年度] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年５月 

矢 祭 町 社 会 福 祉 協 議 会 

 



は じ め に 

 

 近年、私たちを取り巻く社会環境は、少子高齢化や核家族化が進み、家

庭や地域における互助機能が低下しています。 

 また、老老介護やダブルケア、ひきこもりや８０５０問題といった複合

的な課題など、個人や世帯が抱える生きづらさやリスクが複雑化、多様化

しています。 

 このような中、世代や分野を超えて人と人、人と社会がつながり、一人

ひとりが生きがいや役割を持ち、ともに地域を創っていく「地域共生社会」

の実現が求められています。 

 この度、矢祭町社会福祉協議会では住民や行政、地域の福祉団体などが

協働で地域福祉の向上に取り組むための活動計画として令和７年度から令

和１１年度までの５年間を計画期間とする「矢祭町地域福祉活動計画」を

策定しました。この計画をもとに、地域住民や関係機関とともに住み慣れ

た地域で誰もが安心して暮らせる地域社会の実現に向けて、地域福祉を推

進してまいりますので、皆様のご協力よろしくお願いいたします。 

 最後に本計画を策定するにあたり、貴重なご意見をいただきました策定

委員の皆様、町民アンケートにご協力いただきました町民の皆様に厚く御

礼申し上げます。 

令和７年５月 

社会福祉法人矢祭町社会福祉協議会 

                 会長  石 井  浩 



第 １ 期 矢 祭 町 地 域 福 祉 活 動 計 画 

－ 目 次 － 

Ⅰ 計画の趣旨 ······································· １ 

１ 計画の目的  ··································· １ 

２ 計画の位置づけ  ······························· ２ 

３ 計画の期間  ··································· ２ 

Ⅱ 地域の現状 ······································· ３ 

１ 矢祭町の福祉を取り巻く現状  ··················· ３ 

２ アンケート調査等から見えた課題 ················· ５ 

Ⅲ 基本理念と基本目標  ······························· ９ 

１ 計画の基本理念  ······························· ９ 

２ 計画の基本目標  ······························· ９ 

３ 計画の体系  ··································１０ 

Ⅳ 具体的な取り組み  ································１１ 

１ 基本目標１ 支え合いをはぐくむ「人づくり」 ····１１ 

２ 基本目標２ 安心して暮らせる「仕組みづくり」 ··１５ 

３ 基本目標３ おたがいさまの「地域づくり」 ······１９ 

Ⅴ 資料編  ·········································２３ 

１ 町民アンケート調査結果  ······················２３ 

２ 子育て世帯アンケート調査結果  ················３７ 

３ 世代別アンケート調査結果  ····················４３ 

４ 地域福祉活動計画策定経過  ····················４７ 

５ 矢祭町地域福祉活動計画策定委員会設置要綱  ····５０ 

６ 矢祭町地域福祉活動計画策定委員会委員名簿  ····５２ 



 

1 

 

Ⅰ 計画の趣旨 

１ 計画の目的 

（１）地域福祉とは 

それぞれの地域において人びとが安心して暮らせるように、地域住民や公 

私の社会福祉関係者がお互いに協力して地域社会の福祉課題の解決に取り組

む考え方です。 

 

（２）地域福祉活動計画とは 

    社会福祉協議会が呼びかけて、住民、地域において社会福祉に関する活動

を行うもの、社会福祉を目的とする事業（福祉サービス）を経営するものが

相互に協力して策定する、地域福祉の推進を目的とした民間の活動・行動計

画です。 

 

（３）計画策定の背景と目的 

    本町においても、少子高齢化が進み、高齢者の単身世帯や高齢の夫婦のみ

の世帯が増加しており、地域の互助機能が低下しています。 

このような中、地域課題が複雑化しており、すべてに対応するには公的サー

ビスだけでは限界があります。このため、住民一人ひとりがともに支え合う

「地域共生社会」を実現するため、地域の特性を捉えて地域住民が主体となっ

て取り組める活動を目指して、「矢祭町地域福祉活動計画」を策定します。 
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２ 計画の位置づけ 

    地域福祉推進のための基盤や体制をつくる地域福祉計画と、それを実行す

るための、住民の活動・行動のあり方を定める地域福祉活動計画は地域福祉

推進のための言わば車の両輪です。 

    本計画も、「第６次矢祭町総合計画」を上位計画とする、「第４期矢祭町地

域福祉計画」の目標や課題を踏まえ、実効性のある計画を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 計画の期間 

    本計画は、令和７年度から令和１１年度までの５年間とします。関係する

法律の改正や社会情勢の変化に応じて令和９年度に中間評価を行い、計画の

見直しを行います。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 令和 12 年度～ 
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Ⅱ 地域の現状 

１ 矢祭町の福祉を取り巻く現状 

（１）人口の推移 

矢祭町の令和６年３月３１日時点の総人口は５，２２２人で、毎年減少してお

り、令和２年３月３１日時点と比べ総人口は７.７％減少している。 

人口の構成は、年少人口（0 歳～14 歳）が５２５人で１０.１％、生産年齢人

口（15歳～64歳）が２，５０７人で４８.０％と、ともに毎年減少している。高

齢者人口（65歳以上）は２，１９０人で４１.９％となっており、こちらは毎年

増加している。 

このことからも分かるとおり矢祭町の高齢化率は年々上昇している。令和２年

３月３１時点の高齢化率は３８.１％だったが令和６年３月３１日時点は４１.

９％となっており、４年間で３.８％上昇している。年少人口、生産年齢人口の

減少もあり少子高齢化が急速に進んでいる。 

今後ますます少子高齢化が進むことが予想されるなか、「支え手」「受け手」と

いう関係を超えて地域住民がつながる「地域共生社会」の実現が求められる。 

 

表 年齢別人口の推移                                  （単位：人） 

区分 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

総人口 ５，６５７ ５，５４１ ５，４２３ ５，３０７ ５，２２２ 

0歳～14歳 ６２５ ５９６ ５７５ ５５２ ５２５ 

15歳～64歳 ２，８７７ ２，７８２ ２，６６３ ２，５６６ ２，５０７ 

65歳以上 ２，１５５ ２，１６３ ２，１８５ ２，１８９ ２，１９０ 

 75歳以上 １，１７９ １，１４５ １，１０９ １，１３１ １，１４８ 

資料：矢祭町町民福祉課（各年３月３１日時点） 
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（２）要支援・要介護認定者の推移 

   矢祭町の令和６年３月３１日時点の高齢者数は２，１９０人となっており、

うち認定者数は２９６人で認定率は１３.５％となっている。 

   内訳は、要支援認定者が７５人で２５.３％、要介護認定者が２２１人で７４.

７％となっており、最も多いのは要介護１の６０人となっている。 

 表 要支援・要介護認定者の推移                                 （単位：人） 

区分 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

高齢者数 ２，１５５ ２，１６３ ２，１８５ ２，１８９ ２，１９０ 

認定者数 ２８２ ２９６ ２９８ ２９９ ２９６ 

 要支援１ ２３ ２２ ３３ ３７ ３９ 

 要支援２ ３３ ３６ ３０ ３０ ３６ 

 要介護１ ４２ ４２ ６２ ５２ ６０ 

 要介護２ ５５ ５９ ５６ ５８ ５５ 

 要介護３ ６１ ６１ ５３ ５６ ４２ 

 要介護４ ４９ ６０ ３６ ４６ ４９ 

 要介護５ １９ １６ ２８ ２０ １５ 

資料：矢祭町町民福祉課（各年３月３１日時点） 

（３）障害手帳所持者の推移 

   令和６年４月１日時点の障害者手帳所持者の総数は２７４人で、内訳は身体

障がい者（身体障害者手帳所持者）１９８人、知的障がい者（療育手帳所持者）

４６人、精神障がい者（精神保健福祉手帳所持者）３０人となっている。 

   身体障害者手帳所持者は減少傾向にあるものの、療育手帳、精神保健福祉手

帳所持者は増加傾向にある。 

  表 障害者手帳所持者の推移                                  （単位：人） 

区分 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

身体障害者手帳 ２３８ ２２９ ２１４ ２１４ １９８ 

療育手帳 ３４ ３８ ４３ ４７ ４６ 

精神保健福祉手帳 ２９ ２６ ２７ ３１ ３０ 

資料：矢祭町町民福祉課（各年４月１日時点） 



 

5 

 

２ アンケート調査等から見えた課題 

（１） 町民アンケートから見えた課題 

① 地域の関わりについて 

 高齢者の一人暮らし、高齢夫婦のみの世帯が多く、これからも高齢者のみ

の世帯が増えることが懸念される。ご近所付き合いは助け合える、立ち話が

できるなど顔の見える関係ができている。しかし、ほとんど付き合いがない、

外に出ないという人も少数ではあるが見受けられるため、そのような人を取

り残さないような取り組みが必要である。 

 

② 日常生活で不安に感じていることについて 

 健康の不安や経済的な不安、自宅の管理について不安を感じている人が多

い。このことは５～１０年後についても同じ傾向が見られた。どれも身近な

問題であり、近くに相談できる場所や相談できる人がいることで不安を和ら

げることができるのではないか。 

また、移動手段について現在はあまり不安に感じていないが、５～１０年

後になると不安になると考える人が大幅に増加している。車に乗れなくなっ

た時の移動手段について不安に感じている人が多い。 

 

③ 高齢期（６５歳以上）の過ごし方について 

 「できるだけ仕事を続けたい」「趣味や余暇を楽しみたい」の割合が高く、

「地域のサークル活動に参加したい」「福祉活動やボランティアをしたい」の

割合が低い。高齢期は自分の好きなことを楽しみ、役割を持って過ごしたい

と考える人が多い。シルバー人材センターやサロン活動など同じ考えを持っ

た人たちが集まれるような場を整える必要がある。 

 また、自分の好きなことや役割が誰かのためになるような仕組みがあると、

無理せず地域の活動やボランティア活動につなげる事ができ、新たな生きが

いや交流の場が生まれるのではないか。 
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④ 地域活動やボランティア活動への参加について 

 参加しているまたは参加してみたい活動として「環境美化活動」が両活動

で最も多く、地域活動では「地域のお祭り」や「文化、スポーツ活動」、ボラ

ンティア活動では「高齢者への傾聴、見守り」など身近で誰でも参加しやす

い活動が多かった。 

 しかし、「参加したくない」と答えた方も多く、理由としては「健康上の理

由」「興味がない」「時間がない」が両活動とも多かった。ボランティアに対

してどうしてもハードルが高いイメージがあるように感じた。 

 

⑤ 社会福祉協議会（以下「社協」）の活動について 

 社協について町民の皆さんに存在や役割が広く理解されていることが分

かる。活動内容についても幅広く認識されており、より一層身近な存在とし

て認知されるよう活動を続けていく必要がある。 

 今後、社協に求めるものとしては「気軽に相談できる相談体制の充実」「福

祉サービスに関する情報発信の充実」が多かった。住民が気軽に相談できる

場所、また、福祉サービスの情報を発信する場所としても社協が求められて

いることが分かった。 

 

⑥ 災害などの備えについて 

 近年、大規模な自然災害が多発しており、災害時の備えや対応について不

安に感じている人が多かった。避難所についても３割の人が知らないと答え

ている。日頃からの取り組みとしては「地域での定期的な話し合いや避難訓

練」「日頃からの見守り活動」が必要と感じており、自分が住む身近な地域に

おいてお互いに助け合い安心して暮らせる取り組みが求められている。 

 

（２） 子育て世帯アンケートから見えた課題 

① 子育ての環境について 

 祖父母と同居している世帯が少なく、核家族が多いと考えられる。子育て

は父母ともに協力している家庭が半数以上だったが、休園や休校時など緊急

の場合は母が仕事を休む家庭が６割で母親の負担が大きく、子育て環境を良

くするためには、短時間子どもを見てもらえる場所を希望する方が多かった。 
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② 社協が実施している子育て支援事業について 

 社協では「カンガルーくらぶ」と「ファミリーサポートセンター」を実施

している。カンガルーくらぶについては認知度が高いことが分かったが、

ファミリーサポートセンターについては「利用したことがない」「名前も知ら

ない」人が９割でありより一層の周知が必要と感じた。利用しない理由とし

て「面識がない人に預ける不安」を感じている人が多かったので、子育て講

座や交流会を通して顔が見える関係を作っていく必要がある。 

 

③ ボランティア活動について 

 参加したくないと回答した人は７割以上と非常に多かった。参加したくな

い理由として「時間がない」「子育てが落ち着いたら考えたい」が多く、子育

てしながらのボランティア活動はハードルが高いことが分かった。子育てし

ながらボランティアに関心を持ってもらえるような取り組みや親子で楽し

みながら参加できる活動などでボランティアに対するイメージを変えてい

く必要がある。 

 

（３） 世代別アンケートから見えた課題 

① 移動の状況について 

 今のところは自分の運転で移動が可能な人が多く、特に問題を感じている

人は少なかった。しかし、今後さらに高齢になり運転できなくなった場合に

移動困難者が急増することが懸念される。移動先としてもっとも困る場所と

して「病院」「買い物」が多かった。健康や生活に直接かかわる場所なので、

今から対策をしておく必要がある。また、ほとんど外出しない人も少数では

あるが見受けられるので、その人たちへの外出支援が求められる。 

 

② 買い物の状況について 

 日常的な買い物は自分で行くか、家族に頼んでいる人が多く、特に問題を

感じている人は少なかった。しかし、雨の日や夜間の運転に不安を感じてい

たり、免許返納後の買い物に不安を感じていたりする人もいた。移動販売や

買ってくっぺ便など今ある社会資源の周知と、今後移動困難者が増えた時の

ための新たな施策を検討していく必要がある。 



 

8 

 

（４）民生児童委員協議会による座談会から見えた課題 

   「矢祭町地域福祉活動計画」策定の参考とするため、令和６年８月２１日、

山村開発センターにおいて民生児童委員・主任児童委員２０名による座談会を

実施した。その結果見えた課題を整理した。 

 

  ①生活困窮者支援について 

  ・周りから見ると支援が必要だが、本人は支援が必要だと思っていない。また

支援を受けることにマイナスイメージを持っている方も多く、支援につなが

りにくい。 

  ・フードバンクの提供はつながりを持つためのよいきっかけとなっているが、

量が限られるため、広く等しく配ることが難しい。 

  ・アパートや町営住宅などは出入りが多く、訪問しても会ってもらえないこと

が多いため信頼関係を築くのが難しい。 

 

  ②高齢者福祉、児童福祉について 

  ・高齢のため免許返納をしたいが、交通の便が悪く返納できない。 

  ・個人との関わり方が難しい。訪問を拒絶されることもあるし、頼られ過ぎて

負担になってしまうこともある。 

  ・民生児童委員が関わっていなくても、誰かとつながっていればいいが、情報

共有がされていないと、いざ関わるときにどのように支援していいか分から

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

9 

 

Ⅲ 基本理念と基本目標 

１ 計画の基本理念 

み ん な で つ く ろ う 
～共に支え、共に生きる矢祭町～ 

 

この理念は、町民が「支え手」「受け手」に分かれるのではなく、それぞれが

自分らしくともに支え合いながら住み慣れた地域で暮らし続けられるような町

づくりを目指しています。 

 

２ 計画の基本目標 

基本目標１ 支え合いをはぐくむ「人づくり」 

 

住民一人ひとりが地域社会の一員として、「支える」「支えられる」という関 

係を超えて、お互いに「支え合う」という意識を持てるよう、交流や学びの場な

どの機会を通じて「人づくり」を進めます。 

 

基本目標２ 安心して暮らせる「仕組みづくり」 

 

地域住民や行政、福祉関係機関など地域の多様な主体が連携することで、誰も

が住み慣れた地域で生涯にわたって安心して暮らし続けられる「仕組みづくり」

を進めます。 

 

基本目標３ おたがいさまの「地域づくり」 

 

   多様な主体とともに、住み慣れた地域で一人ひとりの安心した暮らしと生き

がいを創っていくため、ご近所同士が同じ地域に住む仲間として「おたがいさ

ま」といえる「地域づくり」を進めます。 
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３ 計画の体系 

≪基本の理念≫   ≪基本の目標≫        ≪取り組み内容≫ 
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Ⅳ 具体的な取り組み 

  地域福祉を推進していく上で、地域に暮らす人々が主体となって地域

の課題に対して連携して解決していくことが求められます。 

  その中で、各主体がそれぞれの分野で取り組む内容を明確にします。 

 

１ 基本目標１ 支え合いをはぐくむ「人づくり」 

 （１）福祉教育の充実 

    福祉教育とは、子どもたちの健全な育成を進めるとともに、地域住民の学

びを通じて地域福祉の推進を図る取り組みです。 

    世代に応じた福祉教育を推進していくことで、地域の福祉課題に気づき、

問題を解決する力を養います。 

 

 

取り組み１ 小中学校でのボランティア体験講座の実施 

  小学校、中学校に出向き、年代に応じたボランティア体験講座を実施す 

 ることで、福祉について考える機会をつくる。 

住民の取り組み 家庭でもボランティアについて話す機会つくります。 

地域の取り組み ボランティア体験講座の受け入れに協力します。 

社協の取り組み 
小中学生にボランティアに興味をもってもらえる機会を

つくります。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

検討 企画 実施  検証・見直し 
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取り組み２ ボランティア養成講座の実施  ※既存事業 

  地域の多様なニーズに対応するため、ボランティア養成講座を実施し、 

 実際の活動につながるよう支援を行う。 

住民の取り組み 養成講座に積極的に参加します。 

地域の取り組み 養成講座への積極的な参加を呼びかけます。 

社協の取り組み 
地域のニーズを把握し、ニーズに応じた実践的な講座を実

施します。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

継続    検証・見直し 

 

 

取り組み３ 男性向け講座の開催 

  男性にも福祉に関心を持ってもらえるような講座を開催し、地域の活動 

に積極的に参加してもらえるよう働きかける。 

住民の取り組み 講座に積極的に参加します。 

地域の取り組み 講座への積極的な参加を呼びかけます。 

社協の取り組み 男性が参加したくなるような内容を検討していきます。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

検討・企画 実施   検証・見直し 
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 （２）ボランティアに関する情報発信 

    ボランティアに関する情報や地域の団体の活動を広報誌だけでなく、様々

な媒体を通して情報を発信し、ボランティアについての理解を深めます。 

 

取り組み１ 広報誌及びホームページの充実  ※既存事業 

  既存媒体である町広報誌や社協広報誌「ゆうあい」、ホームページを利用 

して、ボランティアを身近に感じてもらえるような情報を発信する。 

住民の取り組み ボランティアに関する情報の取得に努めます。 

地域の取り組み ボランティアに関する情報の提供に協力します。 

社協の取り組み 
掲載記事等を工夫して、ボランティアを身近に感じてもら

えるような情報発信に努めます。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

継続    検証・見直し 

 

 

取り組み２ ＳＮＳ等を利用した情報発信 

  若い世代が手軽に情報を取得できるように、ＳＮＳを活用して、ボラン 

 ティアに関する情報を発信する。 

住民の取り組み ボランティアに関する情報の取得に努めます。 

地域の取り組み ボランティアに関する情報の提供に協力します。 

社協の取り組み ＳＮＳを活用して、分かりやすい情報発信に努めます。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

検討・企画 実施   検証・見直し 
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 （３）防災・減災に対する意識づくり 

    近年、大規模な災害が発生しており、住民の防災意識が高まっています。

一方、災害に対しての備えや防災についての知識に不安を感じている人も多

くいます。日頃から防災・減災について考える機会を作り、防災・減災に対し

ての理解を深めます。 

 

取り組み１ 親子で参加できる防災教室の開催 

  親子で参加できる防災教室を通して、幼少期から防災・減災についての 

意識を高める。 

住民の取り組み 防災教室に積極的に参加します。 

地域の取り組み 防災教室について積極的に周知します。 

社協の取り組み 
防災教室を開催し、幼児期からの防災・減災への意識づく

りに努めます。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

検討・企画 実施   検証・見直し 

 

 

取り組み２ 防災・減災に関する出前講座の実施 

  子ども会や高齢者クラブなど町内の様々な団体へ出向き、出前講座を実 

 施し、防災・減災の意識を高める。また、有事の際の連携づくりに努める。 

住民の取り組み 出前講座へ積極的に参加します。 

地域の取り組み 出前講座を開催し、有事の際には積極的に協力します。 

社協の取り組み 
様々な団体へ出向き、出前講座を実施するとともに、有事

の際の連携づくりに努めます。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

検討・企画 実施   検証・見直し 
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２ 基本目標２ 安心して暮らせる「仕組みづくり」 

（１）相談支援体制の充実 

    地域や家庭内での福祉課題が多様化、複雑化しており「誰に、どこに」相

談したらいいかわからない福祉課題を丸ごと受け止め、多様な支援機関と地

域のネットワークを活かして総合的に対応できる支援体制を築きます。 

 

取り組み１ ワンストップで対応できる総合相談窓口の設置 

  「誰に、どこに」相談したらいいか分からない悩みや困りごとを丸ごと 

 受け止め、関係機関と連携して対応するための総合相談窓口を設置する。 

住民の取り組み 不安や悩みごとがあれば窓口に相談します。 

地域の取り組み 総合相談窓口について周知し、情報提供に努めます。 

社協の取り組み 
総合相談窓口を設置し、関係機関と連携して相談・援助を

行います。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

検討・企画 実施   検証・見直し 

 

 

取り組み２ 民生児童委員との連携強化  ※既存事業 

  地域の身近な相談役である民生児童委員と連携し、地域や家庭の課題を 

 早期発見し、必要な支援につなげる。 

住民の取り組み 困り事があれば民生児童委員に相談します。 

地域の取り組み 民生児童委員との連携を図り、情報提供に努めます。 

社協の取り組み 民生児童委員と連携し、地域課題の早期発見に努めます。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

継続    検証・見直し 
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取り組み３ 多機関協働による支援の実施  ※既存事業 

  地域包括支援センターや基幹相談支援センターなど地域の多様な相談・ 

 支援機関と協働し、連携して地域の福祉課題の解決に取り組む。 

住民の取り組み 地域の相談・支援機関について情報収集に努めます。 

地域の取り組み 
地域での様々な機会を捉え、関係機関との連携を深めま

す。 

社協の取り組み 
関係機関との連携に努め、積極的に情報の収集や提供を行

います。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

継続    検証・見直し 
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 （２）災害時支援体制の整備 

    高齢者や障がい者など災害時要支援者が地域で安心して生活できるよう、

地域住民や関係機関と協働で災害時の避難支援体制を整備し、災害発生時に

必要な支援が届くよう日頃から関係機関との連携を深めます。 

 

取り組み１ 災害時要支援者マップの整備  ※既存事業 

  災害発生時、避難行動に支援が必要な人を把握し、適切な援助ができる 

 ように災害時要支援者マップを整備する。 

住民の取り組み 災害時要支援者マップの作成に協力します。 

地域の取り組み 地域内の要支援者について情報提供に努めます。 

社協の取り組み 
災害時要支援者マップを整備し、要支援者の避難行動支援

に活用します 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

継続    検証・見直し 

 

 

取り組み２ 災害時の支援ネットワークの構築 

  災害発生時に町内の多様な機関、団体と連携を図り支援に取り組める 

よう、災害時の支援ネットワークを構築する。 

住民の取り組み 災害発生時に備え、日頃より情報収集に努めます。 

地域の取り組み 災害時の支援ネットワークに協力します。 

社協の取り組み 
災害時の支援ネットワークを構築し、平時より関係機関・

団体との連携を深めます。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

検討 企画 実施  検証・見直し 
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（３）移動困難者を支える体制の整備 

高齢者や障がいがある方などで、車の運転や公共交通機関の利用が困難な方

が、買い物や外出に不便を感じることが少しでも解消されるように既存のサービ

スの把握と活用、制度の狭間にある方への新たな資源の検討を行います。 

 

取り組み１ 買い物支援サービスとの連携 

  行政や町内事業者が実施している移動販売等の情報を整理し、移動困難 

 者への情報提供や買い物支援サービスとの連携を図る。 

住民の取り組み 買い物支援に関するサービスの情報収集に努めます。 

地域の取り組み 買い物支援に関するサービスの周知をします。 

社協の取り組み 
買い物支援に関するサービスの情報収集に努め、支援を必

要とする人へ情報を提供します。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

検討・企画 実施   検証・見直し 

 

 

取り組み２ 移動困難者への移動支援の整備 

  町が実施するタクシー券や社協が実施する福祉有償運送などの社会資源 

 を把握し、支援の狭間にある方への新たな支援の検討を行う。 

住民の取り組み 移動支援に関する情報の収集に努めます。 

地域の取り組み 
移動支援に関する情報の周知を行い、支援の狭間にある方

への新たな支援の検討を行います。 

社協の取り組み 
移動支援に関する情報の収集に努め、支援の狭間にある方

への新たな支援の検討を行います。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

検討 企画 実施  検証・見直し 
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３ 基本目標３ おたがいさまの「地域づくり」 

（１）孤独・孤立の解消 

社会環境の変化により、家族や地域のつながりが薄くなり、誰もが孤独・孤立

状態に陥りやすい状況にあります。このような中、孤独・孤立に悩む人を取り残

さず、ともに支え合い、つながり合う地域を目指します。 

 

取り組み１ 高齢者安心見守り事業の推進  ※既存事業 

  「お元気コール事業」「安心サポート事業」を通して、地域から取り 

 残されることなく、必要な支援につながるよう努める。 

住民の取り組み 心配な高齢者世帯があったら相談窓口に相談します。 

地域の取り組み 高齢者見守り事業について周知します。 

社協の取り組み 
高齢者見守り事業を通して、高齢者とつながり、必要な支

援につなげます。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

継続    検証・見直し 

 

 

取り組み２ いきいきサロン事業の推進  ※既存事業 

  高齢者の生きがいづくりや健康づくり活動および閉じこもり防止のため 

 町内各地でいきいきサロンを開催する。 

住民の取り組み 地域のいきいきサロンに積極的に参加します。 

地域の取り組み 地域のいきいきサロンの実施に協力します。 

社協の取り組み 地域のいきいきサロンの実施を支援します。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

継続    検証・見直し 
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取り組み３ 情報の取得が困難な人への支援 

  高齢者や障がいがある方など、情報の取得が困難な人に対して、必要な 

 情報が届くように支援する。 

住民の取り組み 
身近に情報の取得が困難な人がいたら、民生児童委員等に

つなぎます。 

地域の取り組み 
社協と協働して、情報の取得が困難な人への支援に努めま

す。 

社協の取り組み 
民生児童委員や福祉団体などと協働して、情報の取得が困

難な人への支援に努めます。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

検討・企画 実施   検証・見直し 
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（２）地域の助け合い力の向上 

地域コミュニティが希薄化するなか、それぞれの地域で住民が「支え手」「受

け手」の関係を超えて、地域の一員としてそれぞれが役割を持ち、世代を超えて

お互いに支え合う「地域力」の強化を図ります。 

 

取り組み１ 地域における見守り体制の構築 

  地域においてお互いに声を掛け合える関係を作り、困り事や不安があれ 

 ば、相談窓口や民生児童委員につながる見守り体制を構築する。 

住民の取り組み 地域においてお互いに声を掛け合える関係を築きます。 

地域の取り組み 地域における見守り体制の構築に協力します。 

社協の取り組み 地域における見守り体制の構築を支援します。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

検討 企画 実施  検証・見直し 

 

 

取り組み２ 世代間交流イベントの実施 

  子どもから高齢者までみんなが参加できるイベントを開催し、「顔の見え 

 る」関係を築き、世代を超えたつながりや相互理解を深める。 

住民の取り組み 世代間交流イベントに積極的に参加します。 

地域の取り組み 世代間交流イベントの開催に協力します。 

社協の取り組み 
世代間交流イベントを開催し、世代を超えたつながりを作

ります。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

検討・企画 実施   検証・見直し 
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（３）みんなで子育てする環境づくり 

地域コミュニティが希薄化する中、子育て世帯が悩みや孤立感を抱えること

なく、みんなに支えられながら子育てができていると実感できるよう、地域ぐる

みでサポートできる環境を整えます。 

 

取り組み１ 子育てサポーター養成講座の実施 

  子育て世帯のちょっとした悩みや困りごとに手を差しのべ、思いに寄り 

添った支援ができるサポーターを養成する。 

住民の取り組み 子育てサポーター養成講座に参加します。 

地域の取り組み 子育てサポーター養成講座について周知します。 

社協の取り組み 
子育てサポーター養成講座を実施し、サポーターの活動を

支援します。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

検討 企画 実施  検証・見直し 

 

 

取り組み２ ファミリーサポートセンターの充実  ※既存事業 

  子育て世帯がファミリーサポートセンターを気軽に利用できるよう、 

周知を図り、サポーターの人材確保や受け入れ体制を整える。 

住民の取り組み ファミリーサポートセンターについて理解を深めます。 

地域の取り組み ファミリーサポートセンターについて周知します。 

社協の取り組み 
子育て世帯が利用しやすいように人材確保と受け入れ態

勢の整備を行います。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度 

継続    検証・見直し 
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Ⅴ 資料編 

１ 町民アンケート調査結果 

① 調査の目的 

 矢祭町社会福祉協議会では、「矢祭町地域福祉活動計画」を策定するにあた

り、地域における生活課題や福祉課題及び福祉ニーズを把握し、計画策定のた

めの基礎資料とすることを目的とし、アンケート調査を実施しました。 

 

 

② 調査範囲   矢祭町内全域 

 

 

③ 調査対象者  矢祭町内の全世帯１，６７０世帯（世帯の代表１名が回答） 

 

 

④ 調査方法 

（１）配布方法  ７月５日（金）発行の町広報誌に挟んで全戸配布 

 

（２）回収方法  添付の返信用封筒及び直接持ち込みにより回収 

 

（３）調査期間  令和６年７月５日（金）～７月３１日（水） 

 

 

⑤ 回収結果   有効回答数：４６１人（回収率２７．６％） 

 

 

⑥ その他 

・回答比率は小数点第１位で四捨五入しているため１００％にならない場合 

 があります。 
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町民アンケート集計結果 

１．あなたの性別を教えてください。 

 

男 ２３０ 

女 ２３０ 

 

 

２．あなたの年齢を教えてください。 

 

１０代 ３ 

２０代 ２ 

３０代 １０ 

４０代 １１ 

５０代 ３５ 

６０代 １２２ 

７０代 １８３ 

８０代以上 ９４ 

 

 

３．あなたの家族構成を教えてください。 

 

１人暮らし ９３ 

夫婦のみの世帯 １５５ 

２世代の世帯 １３３ 

３世代の世帯 ４６ 

その他 ２９ 

  【その他】２人(１)、３人(３)、４人(１)、４世代(１)、兄弟(１) 

 

 

４．あなたの住んでいる地域を教えてください。 

 

豊里地区 １４８ 

三関地区 ６１ 

高城地区 １００ 

石井地区 １１８ 

ニュータウン ３３ 

 

 

 

男

50%女

50%

ひとり暮らし

21%

夫婦のみ 34%２世代 29%

３世代 10%

その他 6%

豊里地区

32%

三関地区

13%
高城地区 22%

石井地区

26%

ニュータウン

7%

94

183

122

35

11

10

2

3

80代以上

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代
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５．あなたは近所の方とどの程度お付き合いがありますか。 

何かあった時に助け合える ２７４ 

立ち話ができる程度 １１４ 

あいさつをする程度 ６０ 

ほとんど付き合いがない ８ 

その他 ５ 

  【その他】外に出ない(２)、人による(１) 

 

６．近所で困っている世帯があった場合、あなたはどんなことができると思いますか。 

見守りや声掛け ３２３ 

話し相手 ２６９ 

ちょっとした買い物 １２８ 

ちょっとした家事 ３４ 

ゴミ出し ８０ 

外出時の付き添い ４４ 

短時間のこどもの預かり ２５ 

こどもの送迎 １９ 

通院の付き添い ３３ 

災害時の避難支援 １２２ 

特にない ３５ 

その他 １３ 

  【その他】なにもできない(５)、香典を持参する(１)、その時の状態(１)、助け合い(１)、 

       迷惑と思われる(１)、食品を多く作った時に持っていく(１) 

 

７．あなたが困ったときにご近所にどんなことをしてもらいたいですか。 

見守りや声掛け ２３０ 

話し相手 １９１ 

ちょっとした買い物 １０３ 

ちょっとした家事 １７ 

ゴミ出し ５８ 

外出時の付き添い ２４ 

短時間のこどもの預かり ７ 

こどもの送迎 ６ 

通院の付き添い １６ 

災害時の避難支援 １１２ 

特にない ９４ 

その他 ７ 

【その他】挨拶ぐらいしてほしい(１)、体が不自由になったら①～⑥(１)、 

免許返納後は④(１)、親切にしていただいている(１) 

 

5

8

60

114

274

その他

ほとんど付き合い…

あいさつをする程度

立ち話ができる程度

何かあった時に助…

13

35

122

33

19

25

44

80

34

128

269

323

その他

特にない

災害時の避難支援

通院の付き添い

こどもの送迎

短時間のこどもの…

外出時の付き添い

ゴミ出し

ちょっとした家事

ちょっとした買い物

話し相手

見守りや声掛け

7

94

112

16

6

7

24

58

17

103

191

230

その他

特にない

災害時の避難支援

通院の付き添い

こどもの送迎

短時間のこどもの…

外出時の付き添い

ゴミ出し

ちょっとした家事

ちょっとした家事…

話し相手

見守りや声掛け



 

26 

 

８．あなたが悩みごとなどを相談するとき、主にどこに相談しますか。 

 

家族、親族、兄弟姉妹 ３９０ 

知人、友人 ２０９ 

隣近所の人 ６０ 

民生委員・児童委員 ２４ 

行政の相談窓口 ４７ 

社会福祉協議会 ５４ 

地域包括支援センター ４０ 

かかりつけの医療機関 ５４ 

職場の人 ２２ 

保健や福祉のサービス事業者 １８ 

誰にも相談しない １９ 

その他 ５ 

  【その他】弁護士(１)、悩みの内容による(１)、教師(１)、地域以外の人(１) 

 

 

９．現在あなたはどのようなことに不安を感じていますか。 

 

日常の健康に不安 １９４ 

経済的に余裕がなくて不安 ９１ 

掃除や洗濯などが不安 ２０ 

自宅の補修、管理が大変 １０９ 

近くに身内がおらず不安 ３９ 

外出したいが移動手段がない １１ 

働きたいが受け入れ先がない ８ 

今までどおり行政サービスがう

けられるか不安 
３６ 

どんな災害の備えをすべきか不

安 
５６ 

災害発生時にどうしたらいいか

分からない 
７３ 

特にない １２５ 

その他 １２ 

  【その他】農地管理(１)、孤立してさびしい(１)、親との意見の不一致(１)、物価高騰(１)、 

終活(２)、身内の介護(２)、民生委員がだれか知らない(１)、 

戦争を体験したので人災が怖い(１)、山間部に住む一人暮らしの母が心配(１)、 

自分が動けなくなった後のこと(１) 

 

 

 

5

19

18

22

54

40

54

47

24

60

209

390

その他

誰にも相談しない

保健や福祉のサー…

職場の人

かかりつけの医療…

地域包括支援セン…

社会福祉協議会

行政の相談窓口

民生委員・児童委員

隣近所の人

知人、友人

家族、親族、兄弟…

12

125

73

56

36

8

11

39

109

20

91

194

その他

特にない

災害発生時どうし…

どんな災害の備え…

今までどおり行政…

働きたいが受け入…

外出したいが移動…

近くに身内がおら…

自宅の補修、管理…

掃除や洗濯などが…

経済的に余裕がな…

日常の健康に不安
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１０．今後（５～１０年後）どのようなことが不安になると考えますか。 

 

日常の健康に不安 ３１２ 

経済的に余裕がなくて不安 １２９ 

掃除や洗濯などが不安 ４８ 

自宅の補修、管理が大変 １４６ 

近くに身内がおらず不安 ４７ 

外出したいが移動手段がない ６４ 

働きたいが受け入れ先がない １３ 

今までどおり行政サービスがう

けられるか不安 
７０ 

どんな災害の備えをすべきか不

安 
６８ 

災害発生時にどうしたらいいか

分からない 
８７ 

特にない ５０ 

その他 １３ 

  【その他】農地管理(２)、一人暮らしの不安(２)、若者が少なくなっている(１)、自分のことが

どこまでできるか(1)、終活(１)、気象状況(１)、子どもに負担をかけたくない(１)、

ゴミ出し、買い物、通院(１)、身内の介護(１)、食事作り(１)、 

高校までの通学手段がない(１) 

 

 

１１．高齢期（６５歳以上）にどのような生活がしたいですか。 

 

できるだけ仕事を続けたい １１３ 

趣味や余暇を楽しみたい １９９ 

地域のサークル活動に参加した

い 
１３ 

福祉活動やボランティアをした

い 
８ 

何もせずのんびり過ごしたい ６２ 

家族に迷惑をかけず施設で暮ら

したい 
２９ 

特にない １１ 

その他 ５ 

  【その他】食事の用意をして、家族の喜ぶ顔を見るのが楽しみ(１)、心穏やかに無理せず感謝で

終わる生活(１)、家族に迷惑をかけずに自宅にいたい(１)、若者技能者育成(１) 

 

 

 

13

50

87

68

70

13

64

47

146

48

129

312

その他

特にない

災害発生時どうし…

どんな災害の備え…

今までどおり行政…

働きたいが受け入…

外出したいが移動…

近くに身内がおら…

自宅の補修、管理…

掃除や洗濯などが…

経済的に余裕がな…

日常の健康に不安

5

11

29

62

8

13

199

113

その他

特にない

家族に迷惑をかけ…

何もせずのんびり…

福祉活動やボラン…

地域のサークル活…

趣味や余暇を楽し…

できるだけ仕事を…
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１２．今後利用したい、希望する福祉サービスはどんなことですか。 

 

介護サービス(ホームヘルプ、デ

イサービスなど) 
１９５ 

介護施設(特別養護老人ホームな

ど) 
１１７ 

送迎や移動支援サービス １２１ 

買い物代行サービス ８５ 

高齢者や障がい者への見守り

サービス 
５０ 

介護予防を目的としたサービス ６９ 

子育て支援サービス １２ 

総合的な相談支援サービス ８５ 

困ったときの経済支援サービス ６５ 

障がい者への就労や生活を支援

するサービス 
１４ 

特にない ７６ 

その他 ５ 

  【その他】保護猫、地域猫(１)、今は考えられない(１) 

 

 

１３．福祉サービス利用時に、困ったことはどんなことですか。 

 

福祉サービスを利用したことが

ない 
２５５ 

福祉サービスの利用に抵抗があ

る 
１８ 

どこに相談していいか分からな

かった 
３６ 

窓口対応が悪かった ５ 

申し込み方法が分からなかった ２６ 

どんなサービスがあるか分から

なかった 
５９ 

サービス内容をよく説明しても

らえなかった 
８ 

利用したがサービスが悪かった ３ 

困ったことはなかった ７５ 

その他 １４ 

  【その他】同じサービスを利用しても時間や丁寧さに差を感じた(１)、 

タクシー半額券助かっている(１)、利用料が高い(１) 

 

 

5

76

14

65

85

12

69

50

85

121

117

195

その他

特にない

障がい者への就労…

困ったときの経済…

総合的な相談支援

子育て支援サービス

介護予防を目的と…

高齢者や障がい者…

買い物代行サービス

送迎や移動支援…

介護施設

介護サービス

14

75

3

8

59

26

5

36

18

255

その他

困ったことはな…

サービスが悪かった

よく説明してもら…

どんなサービスが…

申し込み方法が分…

窓口対応が悪かった

どこに相談してい…

利用に抵抗がある

利用したことがない
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１４．福祉サービスを利用するときにどのような抵抗を感じますか。 

 

行政の世話になることへの気

兼ね 
７４ 

家族、親族への気兼ね ３３ 

隣近所への気兼ね ２４ 

家に人を入れたくない ３２ 

経済的な負担 １１６ 

サービスの質が分からない １２０ 

特に感じない １４１ 

その他 ８ 

  【その他】本人に介護者の負担を理解してもらえない(１)、申込窓口(１)、 

福祉がよく分からない(１) 

 

 

１５．あなたが参加しているまたは参加してみたい地域活動は何ですか。 

 

一斉清掃などの環境美化活動 １９０ 

地域のお祭りなどの行事 ７８ 

文化、スポーツ活動 ９７ 

子ども会活動 ８ 

学校協力活動 ２４ 

いきいきサロン活動 ６１ 

青年会活動 ２ 

老人クラブ活動 ３５ 

交通安全活動 ５０ 

防災訓練 ３３ 

子育て支援活動 １９ 

参加したくない ８９ 

その他 １３ 

  【その他】地区の農地管理(１)、自由に参加できる活動(１)、ボランティアサークル(１)、 

スプーンの会(１)、保護猫センターを作りたい(１)、町の改良計画(１)、 

運動教室に参加していた(１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

8

141

120

116

32

24

33

74

その他

特に感じない

サービスの質が分…

経済的な負担

家に人を入れたく…

隣近所への気兼ね

家族、親族への気…

行政の世話になる…

13

89

19

33

50

35

2

61

24

8

97

78

190

その他

参加したくない

子育て支援活動

防災訓練

交通安全活動

老人クラブ活動

青年会活動

いきいきサロン活動

学校協力活動

子ども会活動

文化、スポーツ活動

地域のお祭りなど…

一斉清掃などの環…
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１６．地域活動に参加したくない理由は何ですか。 

 

興味のある活動がない ３０ 

きっかけがない ２９ 

時間がない ３０ 

場所がない ５ 

仲間がいない １７ 

他人とかかわりたくない ２３ 

以前いやな思いをした ７ 

家族の理解が得られない １ 

健康上の理由 ５２ 

他にやりたいことがある １４ 

関心がない ２８ 

交通手段がない １０ 

その他 ８ 

  【その他】交通安全活動で挨拶してくれない(１)、１つに参加すると次々頼まれるのではと 

不安(１)、老人会がない(１)、高齢のため(１) 

 

 

１７．あなたが参加しているまたは参加してみたいボランティア活動は何ですか。 

 

公園や道路のゴミ拾いなど環

境美化活動 
１８０ 

高齢者や障がい者などの施設

訪問 
３４ 

高齢者への傾聴や見守り ５８ 

子どもの一時預かりなどの子

育て支援活動 
１７ 

ゴミ出しや掃除などの家事援

助活動 
２５ 

災害時の救援ボランティア活動 ５０ 

募金や義援金などの呼びかけ ２４ 

参加したくない ９９ 

その他 １６ 

  【その他】学習支援(２)、高齢者の送迎(1)、サマーショートボランティア(１)、 

ボランティアマッサージ(１)、１回参加しないとわからない(１) 

 

 

 

 

 

7

10

26

13

50

1

7

22

16

5

27

29

30

その他

交通手段がない

関心がない

他にやりたいこと…

健康上の理由

家族の理解が得ら…

以前いやな思いを…

他人とかかわりた…

仲間がいない

場所がない

時間がない

きっかけがない

興味がある活動が…

16

99

24

50

25

17

58

34

180

その他

参加したくない

募金や義援金など…

災害時の救援ボラ…

家事援助活動

子育て支援活動

高齢者への傾聴や…

施設訪問

環境美化活動
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１８．ボランティア活動に参加したくない理由は何ですか。 

 

興味のある活動がない ３８ 

きっかけがない ３３ 

時間がない ３５ 

場所がない ４ 

仲間がいない ２１ 

他人とかかわりたくない ２０ 

以前いやな思いをした ６ 

家族の理解が得られない ０ 

健康上の理由 ６３ 

他にやりたいことがある ２５ 

関心がない ２２ 

交通手段がない １５ 

活動するための予算がない ４ 

その他 ６ 

  【その他】人間関係がうまくいかない(１)、高齢のため(１)、余裕がない(１)、 

活動できない(１) 

 

 

１９．福祉サービスについての情報をどこから得ていますか。 

 

回覧板 ３２１ 

町、社協の広報誌 ２３２ 

福祉施設等の広報誌 ９２ 

知人や友人から ８９ 

新聞、テレビ、ラジオ ４７ 

インターネット ９ 

民生委員・児童委員 ２１ 

医療機関 １４ 

特にない ２９ 

その他 ５ 

  【その他】ＩＰ告知(２)、親(１)、取引先業者(１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

6

4

14

22

25

63

0

6

20

21

4

35

33

38

その他

活動するための予…

交通手段がない

関心がない

他にやりたいこと…

健康上の理由

家族の理解が得ら…

以前いやな思いを…

他人とかかわりた…

仲間がいない

場所がない

時間がない

きっかけがない

興味がある活動が…

5

29

14

21

9

47

89

92

232

321

その他

特にない

医療機関

民生委員・児童委員

インターネット

新聞、テレビ、ラ…

知人や友人から

福祉施設等の広報誌

町、社協の広報誌

回覧板
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２０．福祉サービスについて、どんな情報が欲しいですか。 

 

子育てに関する情報 １９ 

医療や介護に関する情報 ２４３ 

健康づくりに関する情報 １７３ 

障がい者施設に関する情報 ２２ 

生涯学習に関する情報 ４６ 

地区のコミュニティに関する情報 ５５ 

ボランティア活動に関する情報 ２２ 

心配ごと相談に関する情報 ５４ 

その他 １０ 

  【その他】終活(１)、気軽に話ができる場(１) 

 

 

２１．社会福祉協議会を知っていますか。 

 

名前も活動を知っている ２９５ 

名前は聞いたことがあるが、活

動内容は知らない 
１２５ 

名前も活動内容も知らない ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

54

22

55

46

22

173

243

19

その他

心配ごと相談に関…

ボランティア活動…

地区のコミュニ…

生涯学習に関する…

障がい者施設に関…

健康づくりに関す…

医療や介護に関す…

子育てに関する情報

名前も活動

も知ってい

る

70%

名前は知ってい

るが、活動内容

は知らない

29%

名前も活動内容も

知らない

1%
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２２．社会福祉協議会の活動であなたが知っているものをすべてお答えください。 

 

心配ごと相談所の開設 ２６６ 

花いっぱい運動の推進 １４５ 

日本赤十字社事業 ３２３ 

生活福祉資金貸付事業 ８７ 

生活援助資金貸付事業 ７９ 

高齢者温泉サロン事業 ２５５ 

ふれあい・いきいきサロン ２７７ 

高齢者安心見守り事業 １５５ 

地域子育て支援拠点事業 ２１２ 

ファミリーサポートセンター事業 ７０ 

伴走型相談支援事業 ２８ 

地域支援体制整備事業 ３８ 

日常生活自立支援事業 ９６ 

ボランティアセンターの運営 ７８ 

福祉用具貸し出し事業 １５８ 

福祉車両貸し出し事業 ９０ 

福祉団体事務 ２０２ 

福祉団体助成 ９４ 

共同募金事業 ３０９ 

社協広報紙「ゆうあい」発行 ２６１ 

訪問介護事業 ２７２ 

居宅介護支援事業 ２４０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

240

272

261

309

94

202

90

158

78

96

38

28

70

212

155

277

255

79

87

323

145

266

居宅介護支援事業

訪問介護事業

社協広報紙「ゆう…

共同募金事業

福祉団体助成

福祉団体事務

福祉車両貸し出し…

福祉用具貸し出し…

ボランティアセン…

日常生活自立支援…

地域支援体制整備…

伴走型相談支援事業

ファミリーサポー…

地域子育て支援拠…

高齢者安心見守り…

ふれあい・いきい…

高齢者温泉サロン…

生活援助資金貸付…

生活福祉資金貸付…

日本赤十字社事業

花いっぱい運動の…

心配ごと相談所の…
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２３．社会福祉協議会の活動で今後充実してほしいことは何ですか。 

 

ボランティア活動への参加促

進と支援 
４３ 

住民同士の支え合い活動への

支援 
１０２ 

地域で交流できる場の充実 １００ 

気軽に相談できる相談体制の

充実 
１６２ 

子育て支援の充実 ４３ 

生活困窮世帯への支援の充実 ７６ 

福祉教育の充実 ３３ 

福祉サービスに関する情報発

信の充実 
１２７ 

在宅生活への福祉サービスの

充実 
１１９ 

災害時の支援活動の充実 ８８ 

特にない ５９ 

その他 ７ 

  【その他】活動が分からない(２)、終活(１)、移動時の交通支援(１)、 

今でもよくやっている(１) 

 

 

２４．あなたが住んでいる地域の避難場所は知っていますか。 

 

 

知っている ３０６ 

知らない １２６ 

 

 

 

２５．あなたの地域で災害発生時、避難所への移動に支援が必要な方がどのくらいいる

か把握していますか。 

 

しっかり把握している ２０ 

だいたい把握している １１２ 

あまり把握していない １６５ 

分からない １３８ 

 

 

 

7

59

88

119

127

33

76

43

162

100

102

43

その他

特にない

災害時の支援活動…

在宅生活への福祉…

福祉サービスに関…

福祉教育の充実

生活困窮世帯への…

子育て支援の充実

気軽に相談できる…

地域で交流できる…

住民同士の支え合…

ボランティア活動…

知っている

71%

知らない

29%

しっかり把握

している

4%

だいたい把

握している

26%
あまり把握していない

38%

分からない

32%
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２６．あなたは災害などの緊急時に住民同士が支え合う地域を作るために日頃からどの

ような取り組みが必要だと思いますか。 

 

自主防災組織の整備 １３０ 

地域での定期的な話し合いや

避難訓練 

１７４ 

災害時手助けが必要な方の台

帳整備 

１４７ 

日頃からの見守り活動 １５６ 

日頃からの啓蒙活動 １０８ 

その他 ６ 

  【その他】日頃から仲良くしておく(１)、班ごとの連絡網(１)、災害にならない町つくり(１)、 

       消防団員が地区に何人いるのか知りたい(１) 

 

 

２７．ご意見やご要望、地域福祉へのおもいなどありましたらご自由にご記入ください。 

・人間関係が希薄、挨拶しない、困っている人を助けない、安心して生活できない。 

・不在空家の除草実施、地域ごとの避難所の案内板設置、タクシー券使用をもっと充実。 

・高齢者が多いので災害時の対応について地域で真剣に話し合う必要がある。 

・いつも社協職員に対して感謝しています。接遇がどんなときも素晴らしいです。 

・安心して子供が産める社会と子育て支援をよろしくお願いします。 

・社協の活動は大変だと思う。いつお世話になるか分からないので、相談にのってください。 

・このアンケートを踏まえて積極的な福祉活動に取り組んで欲しい。 

・お年寄りにいかに生きがいを持ってもらえるか考えてほしい。 

・終活支援事業のようなものがあればよい。 

・福祉サービスは利用したいがボランティア活動はあまりやりたくない。ボランティア活動 

＝奉仕、献身のイメージでハードルが高い。 

・こまめな見守りや声かけ等安心して暮らせるようにしていただきたい。 

・アンケートに答えてあらためて自分の知識のなさに気付いた。 

・まちの駅やまつりがあるので毎日の生活にとても助かっています。 

・アンケートを出すにも近所にポストがない。町独自のポストを設置できないか。 

・なんとなく知っているけどよくわからない社会福祉協議会の活動、もっと情報発信が必要。 

・個人情報等の問題により、近所と交流ができない。人間関係の希薄はさびしい。 

・月１回でいいので一人暮らしの人が外に出て話ができるようにしてもらいたい。 

・ＩＰ告知システムをもっと活用できないか。 

・土日に相談窓口を開けてほしい。いざという時に不安。 

・広報やまつりが来るたびに人口が減っている。１０年後の人口が心配。 

・仕事とはいえ個人的なことを受け入れるのは大変なことです。高齢化する町政を温かく見守っ 

てください。 

・自己完結型を自覚させること。 

・健康維持のための情報や事業を充実させてほしい。 

 

7

107

155

146

173

129

その他

日頃からの啓蒙…

日頃からの見守…

災害時手助けが…

定期的な話し合…

自主防災組織の…
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・各個人で要望は異なると思うが、ある程度の人に必要とされることが届くように啓蒙活動 

頑張ってください。 

・精神障がい者、発達障がい者の働く場所、ひきこもりの人への支援を充実させてほしい。 

・公共交通機関の充実をお願いします。緊急時に避難所まで手引き誘導をお願いします。 

・防災への取り組みには地域住民の協力が必要だが、活動に参加できない人への冷ややかな 

目や迫害につながる言動は住みにくさにつながる。 

・お世話になっています。今後もいろいろな情報を発信してください。 

・慎重に決めてほしい。 

・７０歳を越えましたが、これからの人生前向きに生きていきたいです。 

・自分が何も知らないでこの町に住んでいることに気付きました。 

・高齢化が進むので住民の要望に追いついていけるのか町民として心配。 

・農作業も大変になり雑草も生い茂るようになり管理も大変になってきます。 

・畑に作物を作りたくても体が動かず困る。周りの景観もよくしておきたいが何か良い方法 

あればと考えている。 

・２０５０年自治体の存続が危ういとか。どうなるんでしょうね。 

・町の人口が減り草刈り行事が難しくなり、若い人への負担が大きくなる。 

・定期的に環境美化専門の窓口業務を役場で取り扱ってほしい。 

・地域の中で班長さんと両隣の人しか知らない。 

・いろいろやりたいが健康維持で精一杯。何かと出席させていただきありがとうございます。 

・民生委員はどのように選んでいますか。 

・保護猫センターやドッグラン公園を作りたい。関岡小学校の教室やグラウンドを利用しては。 

・歩くことが困難なうえ緑内障になったので運転をやめた。何をするにも不便。 

・矢祭町とニュータウンを私一人で見に来て気に入り、楽しく暮らしています。 

・近所の方はあまり会いたくないようです。 

・高齢化が進み町民福祉の充実を図るため、民生児童委員協議会を社会福祉協議会から町に 

戻すべき。 

・災害時に役に立つ知識を載せた広報誌があればいいなと思います。 

・介護者のいる家庭への補助金の拡大。 

・アンケートの内容が多すぎると思った。もっと手短にしてはどうか。 

・何をやっているのか分からない。若い世代にはメリットがないのでは。子どもと年寄りだけ 

が恩恵を受けているようにしか見えない。 

・社協のおかげで老後は安心かと思う。 

・隅々まで心のいきわたっている行政に感謝するのみです。 

・家族で食事をすることが少なくなっている様です。 

・地域住民として協力できることには参加させていただきたいと思っています。 

・一人暮らしの方が安心して暮らせる地域。 

・ヘルパーさんは皆さんのために一生懸命働いてくれています。若いヘルパーさんももっと 

増やしてください。 

・内川地区の避難所が内川小学校体育館となっているがちゃんと使えるか心配。 

・旧石井小学校体育館をフットサルができるように改装してもらいたい。 
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２ 子育て世帯アンケート調査結果 

① 調査の目的 

 矢祭町社会福祉協議会では、「矢祭町地域福祉活動計画」を策定するにあた

り、保護者の皆様に子育てや社協の事業、ボランティアについてのご意見をい

ただき、計画策定のための基礎資料とすることを目的とし、アンケート調査を

実施しました。 

 

 

② 調査方法 

グーグルフォームで作成したアンケートを、学校からのお知らせなどを受け

取れるマチコミというアプリを利用して、こども園・小学校・中学校の保護者

へ送信し、回答していただきました。 

 

 

③ 調査対象者 

（１）やまつりこども園保護者  １２０名 

（２）矢祭小学校保護者     ２５１名 

（３）矢祭中学校保護者     １３８名 

 ※ なお、重複する世帯については１世帯１回答としました。 

 

 

④ 調査期間   令和６年７月５日（金）～７月３１日（水） 

 

 

⑤ 回収結果   有効回答数：１４６世帯 

 

 

⑥ その他 

・回答比率は小数点第１位で四捨五入しているため１００％にならない場合 

 があります。 
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子育て世帯アンケート集計結果 

１．アンケートにお答えいただくのはどなたですか？お子さんから見た関係でお答えく

ださい。 

 

父 ２４ 

母 １２１ 

 

 

 

 

２．１２歳以下のお子さんは何人いますか？ 

 

１人 ４６ 

２人 ６４ 

３人 ２２ 

４人以上 ２ 

いない １２ 

 

３．同居している方はどなたですか？お子さんから見た関係でお答えください。 

  （あてはまるものすべて） 

 

父 １１５ 

母 １３０ 

祖父 ３０ 

祖母 ４９ 

兄弟姉妹 ７５ 

その他 ８ 

【その他】曾祖父(3)、曾祖母(4)、叔母(1) 

 

４．子育てを主に行っているのはどなたですか？ 

 

父母ともに ８３ 

父 １ 

母 ５５ 

祖父 ０ 

祖母 ４ 

その他 ２ 

【その他】両親と祖父母(1)、主に母、父も頑張っているが力及ばず(1) 

 

父 17%

母 83%

１人

32%

２人 44%
３人

15%

４人以上

1%

いない 8%

8

75

49

30

130

115

その他

兄弟姉妹

祖母

祖父

母

父

父母ともに

57%
父 1%

母 38%

祖母 3% その他

1%
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５．お子さんが病気で休む時または休園、休校の場合どうしていますか？ 

 

父が仕事を休む ６ 

母が仕事を休む ８７ 

祖父または祖母に見てもら

う 
２６ 

親戚・知人に子どもを見て

もらう 
０ 

父か母のうち就労していな

い方が見る 
１６ 

その他 １０ 

【その他】：母(2)、父母とも都合がつくどちらか(1)、祖父母に頼めない際は母が仕事を休む

(2)、母の実母(1)、熱がある時や病院に行く時は母でそれ以外は祖母に見てもら

う(1)、症状がひどくない場合は１人で居る(1)、家族みんなで休める人が休む(1) 

 

 

６．子育ての環境を良くするために、どのようなことが必要だと思いますか？ 

（あてはまるものすべて） 

 

子育てに困ったときに相談

したり、情報が得られたり

する場所や学べる機会 

５２ 

親子が気軽に集まれる場

所、イベントの機会 
５５ 

保護者の方がリフレッシュ

できる場所 
５３ 

短時間、子どもを見てもら

える場所 
９２ 

その他 １３ 

【その他】迎えなどをしてくれる(2)、歩道確保、見通しのいい公園(1)、大型施設(1)、室内遊

び場(3)、公共施設の充実(1)、運動サークル(1)、子どもたちが遊べる場所(1)、子育

て手当のような金銭面の援助(1) 

 

 

７．カンガルーくらぶを知っていますか？ 

 

利用している、または利用

したことがある 

８６ 

名前は知っているが利用し

たことはない 

５５ 

名前も活動も知らない ５ 

 

 

父が仕事を

休む 4%

母が仕事を休む 60%

祖父母に見て

もらう 18%

父か母就労

してない方

が見る 11%

その他

7%

13

92

53

55

52

その他

短時間子ど…

保護者がリ…

親子が気軽…

子育てに…

利用してい

る、または

利用したこ

とがある

59%

名前は知ってい

るが利用したこ

とがない 38%

名前も活動も

しらない 3%
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８．カンガルーくらぶを利用しない理由はなんですか？（あてはまるものすべて） 

 

利用しなくても自分で子育

てできているから 
１４ 

こども園に行っているから ３５ 

身近で子どもを見てくれる人

や相談できる人がいるから 
１０ 

利用するのが不安だから ２ 

その他 １４ 

【その他】行く時間がない(1)、仕事場に一緒に連れていけたから(1)、子供が大きくて利用し

ていない(1)、土日行きたかったが休みだった(1)、年間の活動予定が分からなかっ

た(1)、それがなにかすら分からない(1)、土日も開放して欲しい(1)、平日は仕事で

行けない(1)、働いているため利用できない(1) 

 

 

９．ファミリーサポートセンターを知っていますか？ 

 

利用している、または利用

したことがある 
１７ 

名前は知っているが利用し

たことはない 
９５ 

名前も活動も知らない ３４ 

 

 

10．ファミリーサポートセンターを利用しない理由はなんですか？ 

（あてはまるものすべて） 

 

必要と感じなかったから ５０ 

金銭面が負担だから １３ 

あまり面識がない人に子ど

もを預けるのが不安だから 
３７ 

その他 １６ 

【その他】登録が面倒(2)、利用方法が分からない(4)、特になし(1)、 

祖父母に見てもらえたから(1)、頼めないと言われた(1)、最近知った(1)、 

買い物などで使いたいが、近場にないため、往復の時間を考えると使いにくい(1) 

利用したいと思う時はいつも急だから(1) 

 

 

 

 

 

14

2

10

35

14

その他

利用するのが不…

身近で子どもを…

こども園に行っ…

利用しなくても…

利用してい

る、または

利用したこ

とがある

12%

名前は知っているが利

用したことがない 65%

名前も活動も

しらない 23%

16

37

13

50

その他

あまり面識のな…

金額の面が負担…

必要と感じな…
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11．社会福祉協議会ではボランティアに関する事業も行っていますが、ボランティア活

動に参加したいですか？ 

 

参加したい ４０ 

参加したくない １０２ 

 

 

 

 

 

12．どのようなボランティア活動に参加したいですか？（あてはまるものすべて） 

 

子育てに関すること ２７ 

高齢者に関すること １２ 

障がい者に関すること １４ 

災害時支援・防災に関する

こと 
１８ 

地域美化活動に関すること １８ 

その他 １ 

 

 

13．ボランティア活動に参加したくない理由はなんですか？（あてはまるものすべて） 

 

時間がない ８７ 

興味がある活動がない ９ 

自信がない ８ 

子育てが落ち着いたら考え

たい 
４６ 

家族の理解が得られない ４ 

他にやりたいことがある １１ 

関心がない ８ 

その他 ２ 

【その他】休みも家のことをやるので休んでいる時間もない(1)、シングル家庭のため(1) 

 

 

14．ご意見やご要望などありましたら、ご自由にご記入ください。 

 ・急用な時や、こども園や小学校のイベント時に、子供やその兄弟を気軽に預けられ

るようなところがあればいいと思う。 

 ・大型施設があるとないとでは違うと思う。 

 ・英会話など学ぶ教室が少ない。 

参加したい 28%

参加したくない

72%

1

18

18

14

12

27

その他

地域美化活動に関する…

災害時支援・防災に関…

障がい者に関すること

高齢者に関すること

子育て支援に関すること

2

8

11

4

46

8

9

87

その他

関心がない

他にやりたいことがある

家族の理解が得られない

子育てが落ち着いたら…

自信がない

興味がある活動がない

時間がない
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 ・小学校の授業参観日や懇談会・役員会時に、児童クラブを開いて預かってほしい。 

 ・カンガルーくらぶもいいのですが、大型遊具がないので物足りません。外は暑く公

園に行けないので、他の地域のキッズランドを利用しています。廃校などを再利用

して室内遊具を充実していただくと子育てしやすいと感じます。 

 ・乳幼児から小学生まで利用できる児童館など（土日も利用可）あると、とてもいい

と思う。 

 ・室内広場有料でもいい。 

 ・児童クラブのほかに、子どもたちが長期休暇などで気軽に集まれる場所を作って欲

しい。 

 ・精神的なものに関して知識があるため相談などの事業があればやってみたい。 

 ・子育て世帯限定のバスツアーなど、地域の若い世代同士の横の繋がりを強められる

ようなイベントや取り組みがあったら是非参加してみたい。 

 ・病児保育などは検討できないでしょうか。 

 ・突発的なことがあり、《今》とか《今日、急に…》支援が必要！となった時、頼める

ところがなく、非常に困ることがありました。 

 ・ファミリーサポートで子どもを預けて、千円ぐらい支払いして用事を済ませるメ

リットがわからない。また、ファミリーサポートを知らない人が多いと思う。やっ

ているならもっとアピールするべき。 
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３ 世代別アンケート調査結果 

① 調査の目的 

 矢祭町社会福祉協議会では、「矢祭町地域福祉活動計画」を策定するにあた

り、地域における生活課題や福祉課題及び福祉ニーズを把握し、計画策定のた

めの基礎資料とすることを目的とし、アンケート調査を実施しました。 

 

 

② 調査範囲   矢祭町内全域 

 

 

③ 調査対象者  町内の６５歳以上高齢者からランダムに抽出した２００名 

 

 

④ 調査方法 

（１）配布方法  ７月２日（火）に対象者へ郵送にて配布 

 

（２）回収方法  同封の返信用封筒及び直接持ち込みにより回収 

 

（３）調査期間  令和６年７月２日（火）～７月３１日（水） 

 

 

⑤ 回収結果   有効回答数：１３９人（回収率６９．５％） 

 

 

⑥ その他 

・回答比率は小数点第１位で四捨五入しているため１００％にならない場合 

 があります。 
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世代別アンケート集計結果 

１．あなたのことについて教えてください。 

（１）性別を教えてください。 

 

男 ５９ 

女 ７７ 

 

 

 

 

（２）年齢を教えてください。 

 

７０代 ７７ 

８０代 ４８ 

９０代以上 １２ 

 

 

 

 

２．あなたのご家族や生活状況について教えてください。 

（１）家族構成を教えてください。 

 

１人暮らし ２５ 

夫婦２人暮らし 

（配偶者６５歳以上） 
４９ 

夫婦２人暮らし 

（配偶者６４歳以下） 
８ 

息子・娘と２世帯 ３１ 

その他 ２５ 

  【その他】息子夫婦と高校３年の孫と夫５人家族。月から金までの夕食の準備は私がやり、それ

が１番の楽しみで(1)、長男夫婦、孫夫婦子供２人(1)、息子夫婦と孫２人(1)、 

３人暮らし(1)、孫と２人(1) 

 

 

 

 

 

 

 

男

43%

女

57%

７０代

56%８０代

35%

９０代以上 9%

１人暮らし

18%

夫婦２人(65

以上) 36%
夫婦２人(64

以下) 6%

２世帯 22%

その他 18%
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３．移動の状況について伺います。 

（１）外出の頻度について教えてください。 

 

週１日以上 １１８ 

月１日以上 １２ 

ほとんど外出しない ７ 

 

 

 

 

（２）移動手段について教えてください。（いくつでも） 

 

鉄道 ４ 

路線バス ５ 

タクシー ６ 

自動車（自分で運転） ５１ 

自動車（家族の送迎） ３３ 

自動車（家族以外の送迎） ５ 

原付・バイク ２ 

自転車 ２ 

徒歩 １０ 

その他 ０ 

 

 

（３）移動する時の問題点はありますか。（いくつでも） 

 

特に問題ない ６１ 

送迎してもらうのが大変 ９ 

目的地に行くバスや鉄道が

ない 
６ 

バスや鉄道はあるが利用し

にくい 
１３ 

移動にお金がかかる ５ 

移動に時間がかかる ３ 

その他 ３ 

  【その他】今のところ問題ないが、今後はタクシー(1)、車いす(1)、運転できるが、歩くときは 

手を借りないと歩けない(1) 

 

 

 

 

週１回

以上

86%

月１回

以上 9%

ほとんどしない 5%

0

10

2

2

5

33

51

6

5

4

その他

徒歩

自転車

原付・バイク

自動車（家族以外…

自動車（家族の送…

自動車（自分で運…

タクシー

路線バス

鉄道

3

3

5

13

6

9

61

その他

移動に時間がかかる

移動にお金がかかる

バスや鉄道が利用…

目的地に行くバス…

送迎してもらうの…

特に問題ない
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（４）次のうち移動に関して最も困る行き先はどこですか。 

 

買い物 １５ 

病院 ２７ 

役場など公共施設 ４ 

金融機関 １ 

友人の家 ２ 

その他 ２０ 

  【その他】特になし(12) 

 

４．日用品などの買い物の状況についてお伺いします。 

（１）日用品などの買い物はどのように行っていますか。（いくつでも） 

 

自分で店に行って買い物し

ている 
４７ 

家族に依頼している １０８ 

買ってくっぺ便を利用して

いる 
４ 

買ってくっぺ便以外の宅配

サービスを利用している 
１１ 

移動販売を利用している １ 

買い物はしない ５ 

その他 ２ 

  【その他】免許返納後３、４を利用したい(1)、友だち(1) 

 

（２）買い物する時に問題点はありますか。（いくつでも） 

 

特に問題ない １０２ 

店に行くのが大変 ２９ 

注文してから配達まで時間

がかかる 
２ 

移動販売の回数が少ない ２ 

買ってくっぺ便の利用方法

が分からない 
３ 

その他 ４ 

  【その他】夜間や雨の日の運転は不安なので公共交通機関の充実を望む(1)、 

食材をとっている(1)、移動販売の駐車時間が短い(1)、重い物の買い物が大変(1)、 

主人が運転をやめたら日々の食材はどうなるのか不安(1)、 

       買わなくとも見ているだけで楽しい(1)、連れて行ってもらわないと行けない(1) 

買い物

22%

病院

39%
役場など公共施設 6%

金融機関

1%

友人の家

3%
その他

29%

2

5

1

11

4

108

47

その他

買い物はしない

移動販売を利用し…

買ってくっぺ便以…

買ってくっぺ便を…

家族に依頼して買…

自分で店に行って…

4

3

2

2

29

102

その他

買ってくっぺ便の…

移動販売の回数が…

注文してから配達…

店に行くのが大変

特に問題ない
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４ 地域福祉活動計画策定経過 

年月日 会議等 内容 

令
和
６
年 

５月２４日 

職員研修 
・県社協より講師を招き、地域福祉活動計

画についての研修を実施。 

第１回作業委員会 

協議事項 

・作業委員会の役割について 

・今後のスケジュールについて 

・第１回策定委員会について 

・アンケート内容及び方法について 

５月３１日 第１回策定委員会 

委嘱状交付 

委員長及び副委員長の選出 

協議事項 

・地域福祉活動計画について 

・今後のスケジュールについて 

・予算について 

・アンケート調査について 

６月１４日 第２回作業委員会 

協議事項 

・アンケートの内容について 

・アンケートの配布について 

・アンケートの集計方法について 

７月２日～ 

 ７月３１日 

子育て世帯アン

ケート 

・こども園、小学校、中学校の保護者を対

象にアンケート調査を実施。 

７月２日～ 

 ７月３１日 
世代別アンケート 

・６５歳以上の高齢者からランダムに抽出

した２００名へアンケート調査を実施。 

７月５日～ 

 ７月３１日 
町民アンケート ・全戸配布によるアンケート調査を実施。 

７月１２日 第３回作業委員会 

協議事項 

・地域福祉活動計画の構成について 

・計画に関する行政データについて 

・アンケートの集計内容について 
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令
和
６
年 

８月９日 第４回作業委員会 
協議事項 

・アンケートの集計状況について 

８月２１日 
民生児童委員によ

る座談会 

・地域福祉活動計画について説明 

・「生活困窮者支援」「高齢者福祉、児童福

祉」について意見交換。 

８月２８日 
第２回策定委員会 

（書面により） 

協議事項 

・「町民アンケート」集計結果について 

・「子育て世帯アンケート」集計結果につい

て 

・「世代別アンケート」集計結果について 

９月１３日 第５回作業委員会 

協議事項 

・地域福祉活動計画の構成について 

・アンケートの集計結果について 

１０月１７日 第６回作業委員会 

協議事項 

・アンケートから見えた課題と具体的な取

り組みについて 

・基本目標について 

１１月１５日 第７回作業委員会 

協議事項 

・基本目標「人づくり」の具体的な取り組

み内容について 

・第３回策定委員会について 

１２月２日 第３回策定委員会 

協議事項 

・進捗状況について 

・今後のスケジュールについて 

・予算の執行状況について 

１２月１３日 第８回作業委員会 

協議事項 

・基本目標「人づくり」の具体的な取り組

み内容について 

・基本目標「仕組みづくり」の具体的な取

り組み内容について 
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令
和
６
年 

１２月１７日 第９回作業委員会 

協議事項 

・基本目標「仕組みづくり」の具体的な取

り組み内容について 

令
和
７
年 

１月１６日 第 10回作業委員会 

協議事項 

・基本目標「仕組みづくり」の具体的な取

り組み内容について 

・基本目標「地域づくり」の具体的な取り

組み内容について 

１月２８日 第 11回作業委員会 
協議事項 

・具体的な取り組み内容について 

２月６日 第 12回作業委員会 

協議事項 

・第４回策定委員会について 

・基本理念について 

２月６日 
第４回策定委員会 

（書面により） 

協議事項 

・基本目標について 

・具体的な取り組み内容について 

３月６日 第 13回作業委員会 

協議事項 

・第５回策定委員会について 

・矢祭町地域福祉活動計画（案）について 

・概要版について 

３月１７日 第５回策定委員会 

協議事項 

・矢祭町地域福祉活動計画（案）について 

・概要版について 

４月１０日 第 14回作業委員会 

協議事項 

・第６回策定委員会について 

・矢祭町地域福祉活動計画最終案について 

・概要版について 

５月２７日 第６回策定委員会 

協議事項 

・矢祭町地域福祉活動計画最終案について 

・概要版について 
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５ 矢祭町地域福祉活動計画策定委員会設置要綱 

（目的） 

第１条 社会福祉法（昭和 26年法律第 45号）第１０７条に基づき策定された矢祭町地

域福祉計画の理念や仕組みを実現するために、社会福祉法人矢祭町社会福祉協議会

（以下「本会」という。）が地域住民、行政や関係機関との協働により矢祭町地域福祉

活動計画（以下「活動計画」という。）を策定することを目的に、矢祭町地域福祉活動

計画策定委員会（以下「策定委員会」という。）を設置する。 

 

（委員会の構成及び委員の任期） 

第２条 委員会は委員１０名以内で組織し、次に掲げる者のうちから、本会長が委嘱す

る。 

 （１）民生委員・児童委員代表者 

 （２）福祉関係機関・団体関係者 

 （３）学識経験者 

 （４）地域住民関係者 

 （５）行政機関関係者 

 （６）その他本会会長が必要と認める者 

２ 委員の任期は、策定委員会作業終了日までとする。ただし、補欠よって就任した委

員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（委員長及び副委員長） 

第３条 委員会には委員長１名と副委員長１名を置き、委員の互選により選出する。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総括する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代行する。 

 

（会議） 

第４条 策定委員会は、委員長が招集し、会議の議長となる。 

２ 委員会は委員の過半数が出席しなければ開くことができない。ただし、委員長が必

要と認める場合は、書面による審議をもって議決することができる。 

３ 議事は出席委員の過半数をもって決し、可否同数の場合は委員長が決する。 
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４ 委員長は、必要があると認められるときは、関係者の出席を求め、意見を聴取する

ことができる。 

 

（事務局） 

第５条 委員会の事務局は、矢祭町社会福祉協議会事務局内に置く。 

 

（費用弁償） 

第６条 委員が策定委員会に出席した場合の費用弁償は、社会福祉法人矢祭町社会福祉

協議会役員並びに評議員及び委員等の報酬等に関する規程に準ずる。 

 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、本会会長が別に定

める。 

 

附則 

１ この要綱は、令和６年５月３１日から施行する。 

２ 最初に召集される委員会は、第４条第１項の規定にかかわらず本会会長が招集する。 
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６ 矢祭町地域福祉活動計画策定委員会委員名簿 

 

氏 名 選出区分 備  考 

高信 好文 民生委員・児童委員代表者 副委員長 

金澤 正樹 福祉関係機関・団体関係者 委員長 

沼田 和子 福祉関係機関・団体関係者  

佐藤 忠男 福祉関係機関・団体関係者  

佐川 幸信 学識経験者  

中野 美智子 地域住民関係者  

小林 呈子 地域住民関係者  

熊田 裕子 行政機関関係者  

篠田 健太郎 行政機関関係者  
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